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10月号

１０月７日、みなと公園などを会場に「農と魚の

フェスティバル in 寺泊」が開催されました。 

当日は、あいにくのお天気でしたが１，５００人

が訪れ、餅つきや宝探し、ステー 

寺泊の味覚を堪能！ 

寺泊の秋を満喫！

実りの秋を実感！ 

たすきがつなぐチームの絆

９月３０日、上荒町の子

供会が、さつまいも掘りを

行いました。慣れない手

つきながらも、楽しみなが

ら収穫しました。 

１０月８日、「第５６回寺泊地域めぐり駅伝

大会」が開催され、さわやかな秋晴れのな

か、２２チームが力走しました。 

優順勝：光風ランナーズＡ 

準優勝：ファイヤー寺泊 

３ 位：寺中バスケ部Ａ 

レンズがとらえた渾身の一枚
１０月１日、寺泊観光協会が主催する「第１５回寺

泊を撮る写真コンテスト」の審査会が行われました。 

今年は、県内外

から過去 多の４６

人８２点の応募があ

りました。入選作品

は、１１月中旬から

新潟縣信用組合寺

泊支店に展示され

ます。  

食 欲 ・ 実 り 

芸術・スポーツ 

ジイベントなどで

賑わいました。また、番屋汁

やサザエのつぼ焼き、農産

物などが販売され、来場者

は寺泊の味覚を思う存分味

わっていました。 
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９月３０日、寺泊文化センター駐車場で消防団寺泊

方面隊の「秋季消防演習」が実施されました。 

演習では、日々、地域防災で活躍している消防団員

による小型ポンプ操法競技会が行われました。優勝し

た第１分団（金山～新川口）は、来年度行われる長岡市

消防団ポンプ操法競技会に出場します。 

９月１８日、大河津小学校でアテネオリンピック体操

団体総合の金メダリスト中野大輔氏が、「夢の教室」と

題して授業を行いました。 

中野氏は、一つの目的を達成するためにグループ

で協力することの大切さや相手を思いやるこころ、夢を

持つことの大切さなどについて、子ども達に伝えまし

た。また、金メダルに触ることができた子ども達にとって

は、とても貴重な体験となりました。 

北前船寄港地 
フォーラムｉｎ越後長岡・寺泊

消防団秋季消防演習 

１０月１０日、大河津小学校で「平成２４年度全国地域

安全運動ポスター・標語」の表彰式が行われました。 

この標語は、全国防犯協会連合会などが「全国地域

安全運動（１０月１１日～２０日）」に合わせて募集したも

ので、全国から４０，２０９点、県内から５７４点の応募が

ありました。 

この中で、大河津小学校児童４名の作品が、見事に

入賞しました。おめでとうございました。 
 

【全国審査】 

◎最優秀：みられてる ぼうはんカメラが みているぞ

（４年 早川将生さん）

◎佳勇作：かくしてもバレるよ 絶対悪いこと  

誰かが見ているその行動 

（１年 梅澤未羽さん）

【新潟県審査】 

◎特別賞：あぶないぞ 一人で歩く 暗い道 

（１年 藤田幸花さん）

◎特別賞：ないてるよ きみのみらいが ないてるよ 

（１年 近藤咲夜さん）

できごと 

大河津小学校に金メダリスト 

９月２８日、寺泊文化センターで「北前船寄港地フォ

ーラム in 越後長岡・寺泊」が開催され、国や県、関係都

市や団体、一般参加者など約５００人が来場しました。 

パネルディスカッションのパネラーには、寺泊地域の

栁下浩三氏や長岡市出身で温泉ライターの山崎まゆみ

氏が参加され、観光の活性化や地域間交流について、

意見が交わされました。 

町内会等要望相談会 

１０月３日、寺泊支所で「町内会等要望相談会」を開

催しました。各町内会長・区長さんから、広報無線や

道路整備など、身近な

事柄についての要望

や相談が寄せられまし

た。 

 

 
▲山崎まゆみ氏（左） 

 

◀これまで体

験してきた

栄光と挫折

について語

り、夢を持

つことの大

切さを伝え

る中野氏 

 

防犯標語で 
大河津小学校児童が入賞
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お知らせ 

できごと 

 

交通安全に心掛けましょう！ 

１０月１日から３０日まで「高齢者交通事故防止運

動」が実施されています。 

昨年、県内では交通事故で１３３名が亡くなり、そ

のうち７９名が６５歳以上の高齢者でした。また、日没

が早まる１０月から１１月の２か月間では、２９名が亡く

なり、そのうち１８名が高齢者でした。 

秋も深まり、日没が早くなりました。運転者は、早め

にライトを点灯しましょう。また、夜間歩行する際は、

明るい服装で反射材を身に付けましょう。 

経済講演会 

「Ｂ級グルメは地域経済の救世主」をテーマに講演会

を開催します。 

○日 時：１１月１４日（水） 午後６時～７時３０分 

○会 場：寺泊町商工会館 ２階大研修室 

○講 師：新潟大学法学部副学部長  田村 秀氏 

行政学や地方自治、公共政策のエキスパー

トとして、地域づくりへの提言が注目を集めてい

ます。 

○申込み：１１月９（金）まで（参加費は不要です。） 

【申込み・問い合わせ】寺泊町商工会 ☎７５-２４７４ 

トキと自然の学習館オープン記念 第３弾 

市内で越冬するマガンの観察と 
北極圏の鳥たちをたっぷり紹介

○日 時：１１月１８日（日） 午前８時～１１時３０分 

○集 合：寺泊夏戸センター 駐車場 

○内 容：大河津分水付近でマガンを観察、トキと自

然の学習館で白夜の北極圏での白鳥たち

の暮らしぶりをスライドで紹介 

○定 員：３０名（先着） 

○申込み：１１月１４日（水）まで 

 

 

 

 

【申込み・問い合わせ】 

トキ分散飼育センター ☎７５-３１６０

森林整備ｉｎ寺泊吉竹 

○日 時：１１月１７日（土） 午前９時～正午 

○会 場：寺泊夏戸地域（吉竹地内） 

○内 容：枝打ちのデモンストレーション、間伐体験、

伐採した杉を使った薪づくり 

○定 員：２０名（先着） 

○申込み：１１月２日（金）まで 

【申込み・問い合わせ】 

  長岡地域振興局農林振興部林業振興課 

中越地区林業士会事務局 ☎３８-２５７２

「越後長岡・ふる里物語」 

地域スタッフとともに学ぶ 
公開講座

栃尾、寺泊、和島地域の研究者による、それぞれの地

域における北越戊辰戦争をテーマに公開講座を開催し

ます。 

○日 時：１１月１７日（土） 午前９時３０分～１１時３０分 

○会 場：寺泊文化センター ほか 

○講 師：石田 哲弥氏、小越 忠教氏、羽鳥 仁一氏 

長岡城落城や奪還の際に重要な戦いの導線と

なった栃尾地域、河合継之助や坂本竜馬ゆかり

の軍艦「順動丸」との海の戦いを伝える寺泊地

域、西軍・東軍の間で揺れ動き激戦地となった和

島地域の研究者が講師を務めます。 

  ○定 員：３０人（先着） 

【申込み・問い合わせ】地域振興戦略部 ☎３９-２２６０ 

◀夏の北極圏北

シベリアで、

のんびりと子

育て中の白鳥

の親子 

 
▲朝の街頭指導 

（９月 21 日～30 日） 

▲交通安全指導所 
（９月 25 日） 

９月２１日から３０日まで、「秋の全国交通安全運動」が

実施されました。期間中、交通安全協会の会員や交通指

導員などが街頭に立ち、交通安全を呼び掛けました。 
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 お知らせ 

クマの出没が多発！ 

今年は、クマやクマの痕跡が多数目撃されていま

す。行楽などで山間部へお出かけの際は、十分に注

意しましょう。 

◎クマを寄せ付けないために 

残飯など、クマの餌になりそうなも

のは山に捨てないようにしましょう。 

また、山に入る際は、鈴やラジオ

など音の出るものを携帯しましょう。 

◎クマに遭遇してしまったら 

落ち着いて騒がず、走らないでゆっくり後退し

ましょう。もし、襲われた場合は、両手で頭と首を

守りましょう。 

【問い合わせ】危機管理防災本部 ☎３９－２２６２ 

地域振興課 ☎７５－３１１１ 

地震や水害など、さまざまな災害の経験を踏まえ、防

災について、楽しんで学べるイベントを開催します。 

○日 時：１０月２８日（日） 午前１０時～午後４時 

○会 場：長岡防災シビックコア地区（長岡市千歳） 

○内 容：『遊び』・『学び』・『絆』をテーマにいろいろ

なイベントを実施します。 

親子で防災グッズを作ろう 

新聞紙やビニール袋を使って、スリッパや雨が

っぱなどを作ります。 

災害車両の展示と搭乗体験（雨天時一部中止）

はしご車（限定３０組６０名）や 

地震体験車、土砂災害体験車、 

降雨体験車が大集合！ 

１，０００食の炊き出し訓練 

１００トンの飲料水兼防火水槽 

を用いて炊き出しを行ないます。 

茶処 福島 

福島から避難されている方々と協力して、福島

のお菓子とお茶が楽しめるカフェをオープン。 

などなど

【問い合わせ】  

ながおか防災フェア実行委員会事務局 

（社）中越防災安全推進機構 ☎３６-８１４１

ながおか防災＆交流フェア２０１２ 越後みしま 
竹あかり街道 

風情ある三島地域の町並み約８００ｍを舞台に竹灯籠

の神秘的な灯りがご覧いただけます。 

○日 時：１０月２７日（土） （雨天決行） 

午後４時００分 

午後４時３０分 

午後９時３０分 

○会 場：脇野町本町通り 

（三島地域） 

 

【問い合わせ】 

三島ライトアップ実行委員会事務局 ☎４２-２２４９

秋の火災予防運動 

冬に向けて、暖房器具などの火気を使用する機会が

増え、火災が多く発生する時期になります。 

火災は大切な生命や財産を一瞬で奪ってしまいます。

火の取り扱いには十分注意しましょう。 

また、住宅用火災警報器を設置してい

ないお宅は、急いで設置しましょう。 

○期 間：１１月９日（金）～１５日（木） 

○全国統一防火標語： 

 

【問い合わせ】与板消防署寺泊出張所 ☎７５-２４７６

山古志散策スタンプラリー 

山古志地域のイベントやお店を巡り、ス

タンプを集めて素敵な景品をゲットしよう！ 

○開催期間：１１月４日（日）まで 

※台紙の受付は、１１月１１日（日）まで 

○ルール：スタンプは４種類あり、イベントに来場したと

きやお店を利用したときに押印します。 

○参加方法：地域総合案内所「茶坊主（山古志支所

内）」でスタンプ台紙と散策に便利なマ

ップを入手して、スタンプを３種類以上

集めたら、台紙を「茶坊主」へお持ちく

ださい。素敵な景品を差し上げます。 

【問い合わせ】 

山古志地域ふるさと創生基金事務局 ☎５９-２３２８ 

竹灯籠点灯式 

一斉点灯、屋台村など 

竹灯籠消灯

『消すまでは 出ない行かない 離れない』 



てらどまり支所からのお知らせ 10 月号 

第 81 号  平成 24 年 10 月 19 日発行 
 

- 5 - 

 
 

 

【イベントのお知らせ】 

＊エコブックフェア＊ 

日 時：１１月３日（土） 午前１０時～午後４時 

場 所：寺泊文化センター１階 ロビー特設会場 

内 容：図書館で不要になった本や雑誌と地域の

皆さんからお寄せ頂いた本を無料で差し

上げます。 

※午前９時から整理券を配布します。 

※お家に眠っている本や雑誌、コミックなどを図書

館にお持ちください。（１０月３０日まで受付） 
 

＊エコ工作教室『英字新聞で作るエコバック～』＊ 

日 時：１１月３日（土） 午前１０時～正午 

場 所：寺泊文化センター１階 ロビー特設会場 

定 員：先着３０名（参加費・申込みは不要です。） 
 

＊～０才からの読み聞かせ～ えほんであそぼ＊ 

日 時：１１月１６日（金） 午前１０時～１０時３０分 

場 所：寺泊文化センター２階 和室研修室 
 

【図書館からのお願い】 

寺泊地域にゆかりの本、資料を集めています。

図書館に寄贈いただける方は、ご連絡ください。 
 

【１０月・１１月の休館日】  

１０月２２日（月）、２９日（月）、３１（水）月末休館日 

１１月５日（月）、１２日（月）、１９日（月）、２６日（月）、

３０日（金）月末休館日 

※１０月２１日（日）は新潟県知事選挙の

ため、臨時休館いたします。 
 

【問い合わせ】 

寺泊地域図書館 ☎７５－５１５９ 

 

＊いきがぽ～んと vol.２０＊ 

日 時：１１月３日（土）  

①午前１１時開演 ②午後２時開演 

会 場：寺泊文化センター２階 和室研修室 

内 容：笹川良子さんの紙芝居を通じて、寺泊

のご先祖様の物語を大人同士、一緒に

お喋りしませんか。 

※参加費は不要です。 
 

【問い合わせ】 寺泊文化センター ☎７５－５１５５

 

〇自動車文庫 米百俵号の巡回日程 

期 日 場  所 停車時間 

10/26（金） おおこうづ保育園 10：50 ～ 11：30

本山保育園  9：30 ～ 10：00
11/15（木）

野積保育園 10：30 ～ 11：00
 

図書館からのお知らせ 

文化センターからのお知らせ 

税金などの口座振替日 

１０月の口座振替日は、１０月３１日（水）です。 

前日までに口座の残高を確認ください。 

なお、再引き落としは行いませんので、ご注意ください。 

市 民 税 ・ 県 民 税 ３ 期

国 民 健 康 保 険 料 ４ 期

後期高齢者医療保険料 ７ 期

介 護 保 険 料 ７ 期

該当税目等

保 育 料 １０月分

【問い合わせ】市民生活課 ☎７５－３１１３

家屋等の新築や取り壊し、増改築を行った際

は、市民生活課税務係にご連絡ください。 

寺泊斎場一時使用中止の 
お知らせ

寺泊斎場の炉内等耐火修繕工事を行います。 

それに伴い、下記の期間中は寺泊斎場が使用できま

せんので、ご迷惑をお掛けいたしますが、使用中止期間

中の火葬については、与板無憂苑斎場のご利用をお願

いします。 

○使用中止期間：１０月２０日（土）～１１月７日（水）  

○火葬の申込み： 

寺泊支所市民生活課（☎７５-３１１３） 

与板支所市民生活課（☎７２-３１６０） 

※どちらの電話番号でも申し込みができます。 

※与板無憂苑斎場は「友引」の日はお休みです。 

（１０月２０日、２６日、１１月１日、７日） 

【申込み・問い合わせ】市民生活課 ☎７５-３１１３ 

お知らせ 
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期  日 事 業 名 会   場 時  間 対   象 

11 月 12 日 金 保育園開放日 白岩保育園 9:00～10:30 ※１ 

11 月 15 日 月 健康料理教室 センターおおこうづ 9:00～13:00
参加費：３００円 

申込み：大河津出張所 

保育園開放日 寺泊保育園 9:00～10:30 ※１ 

11 月 18 日 木 
３歳児健診 三島保健センター 

（受付時間） 

13:00～13:45
平成 21 年６・７月生まれ 

11 月 19 日 金 保育園開放日 野積保育園 9:00～10:30 ※１ 

11 月 16 日 金 ウィルながおか出前相談室 センターおおこうづ 14:00～16:00 ※２ 

11 月 20 日 火 親子スキンシップ遊び センターおおこうづ 10:00～11:00 乳児とその保護者 

※１ 保育園入園前のお子さんとその保護者（いずれの保育園でも参加できます。） 【問い合わせ】市民生活課 ☎７５-３１１３ 

※２ ウィルながおか出前相談室･･･女性相談員がお話しをお聞きし、解決方法を一緒に考えます。 

（相談無料・秘密厳守）当日は電話での相談も受けます。 ☎０９０－４０６４－６０１７ 

寺泊地域の主な行事などの日程 

 

◎交通事故発生状況（与板警察署調べ） 
与板警察署管内（H24.1.1～９.30） 

◎寺泊の人口（24.10.1 現在）

発 生 件 数 死 者 数 負 傷 者 数 

24 年 23 年 増減 24 年 23 年 増減 24 年 23 年 増減
世帯数 総数 男 女 

53 61 -8 3 2 +1 70 74 -4 3,554 10,749 5,205 5,544

（13） （21） （-8） （1） （1） （±0） （18） （24） （-6） （-12） （-27） （-14） (-13)

※下段( )は寺泊地域の数字 ※( )内は前月比 

防災情報 

市民のための防災情報 ～家族で備え編～ 

●危険な箇所をチェックしよう 

倒れそうな家具や落石が起こりそうな崖など、家の

中や屋外に避難の妨げになる危険な箇所がない

か、あらかじめ確認して必要に応じて避難経路の見

直しなどを行いましょう。 

●非常持ち出し品や備蓄品を準備しよう 

いざという時にすぐに持ち出せるように、「非常用

持ち出し品」を準備しておきましょう。また、３日間程

度の自活できるように、「備蓄品」もあわせて準備し

ておきましょう。 

●家族みんなで役割分担しよう 

非常持ち出し品を持つ担当や

火の始末をする担当など、事前

に役割を決めておきましょう。 

【問い合わせ】 地域振興課 ☎７５－３１１１

家族で防災会議を開こう 

災害が発生して、被災地での通信がつながりにくく

なった際に、家族の安否確認に活用しましょう。 

●災害用伝言ダイヤル「１７１」 

音声ガイダンスに従って、伝言の録音や再生を行

うことができます。 

【録音】 １７１ ⇒ １ ⇒  

【再生】 １７１ ⇒ ２ ⇒        〃 

●災害用伝言板 

被災地の携帯電話各社が開設する伝言板サービ

スです。登録された伝言は、インターネットや携帯電

話などから確認することができます。 

●安否確認情報システム（ながおか防災情報） 

パソコン http://www.bousai.city.nagaoka.niigata.jp/ 

携帯電話 http://www.bousai.city.nagaoka.niigata.jp/i/

災害は、いつどこで遭遇するかわかりません。したがって、日ごろから準備をしておくことが大切で

す。また、別々の場所で被災した際などに、家族の安否を確認するための方法を確認しておきましょう。

伝言サービスを活用しよう 

自宅の電話番号や被

災者宅の電話番号 


